
（別紙３）

～ 2025年　3月　31日

（対象者数） 20名 （回答者数）
20名

～ 2025年　3月　31日

（対象者数） 12名 （回答者数） 12名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・発表会や保護者会を通して、子ども達が英語を話す事で

言えた喜びや嬉しさを体験してもらう機会を設ける。

・イベントや活動を通して、実際に海外の方と交流する

機会を作る。

2

・小集団・個別訓練の様子を、その都度保護者様へ

しっかりと伝えていく。

ご家庭で取り入れられる支援方法を共有する。

3

・季節や行事に合わせたテーマを決めて毎月活動を決める。

・テーマを決めて、地域との交流を増やす事で、社会性や

マナーを身に付ける。

・子ども達からの「やってみたいこと」と聞き取り、

活動に取り入れていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・送迎時に出来ていた点や、気になった点などを

LINEなどではなく、口頭で伝える事で今以上に保護者様との

コミュニケーションを取っていく。

2

・多く個室があるので、一カ所に固まらない様に

スペースを分ける事で、狭く感じない様に工夫をする。

・事業所が手薄にならない様に、送迎の組み方を工夫する。

必要な際は、児発管も現場や送迎に入り、全体で見守り・療

育を行う。

・送迎がどうしても厳しい場合は、保護者様、学校側に

時間調整の協力を依頼する。

3

・職員が積極的に、学童や他デイとコミュニケーションを

図り、関係を築いていく。

・事前に余裕をもって、事業所に招待したり、一緒にイベン

トに参加するなど

交流を持てる機会を増やしていく。

○事業所名 おきなわインターナショナルデイサービス　うるま塩屋

○保護者評価実施期間
2024年　4月　1日

○保護者評価有効回答数

2024年　4月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　5月　16日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・学童や他デイとの交流が、他事業所と比べると少ない。 ・積極的に学童や他デイとの交流を持てていない。

・地域のイベントには参加しているが、直接学童や

他事業所と、密に接する機会を作れていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・保護者様と送迎時以外での関りや会話が

少ないと感じる。

・保護者様の方から、気軽にお話が出来たり、悩みを相談で

きる様な、雰囲気作りや関係性を職員がまだ作れていない。

・職員が変わった場合は、その都度職員紹介のお手紙を

保護者様へ配布する。

・定員数に対しての事業所スペースが小さい。

・送迎範囲が広く、事業所に残る職員数が手薄になってしま

う事がある。

・送迎箇所が多い為、外へでてしまう職員が多い。

・未就学児と小学生が同じ空間にいるため、室内に残って見

守る職員が必要。

・外国人講師による、Englishtimeやdanceimeを取り入れて

いる。

・外国人児童には、外国人講師が英語で対応する事で

お子様も保護者様も安心して通所することが出来ている。

・曜日・天気・動作などの英語を、トイレや壁面に

貼りだし、常に英語に触れらる、空間作りを心掛けている。

・楽しみながら英語に触れられる様に、職員間でゲーム等ア

イディアを出し合い、楽しい時間に出来る様に心がけてい

る。

・専門職員がいる為、小集団や個別での訓練を受けることが

出来る。

・職員１人１人の意見を、療育や活動に取り入れている。

・言語聴覚士・作業療法士・理学療法士が在籍している為

専門的な目線で療育を受ける事が出来る。

・職員間で話す機会を多く設ける事で、日々それぞれの

意見を伝える場がある。

・毎月職員間で話し合い、お買い物・イベント参加

公園遊びなど、積極的に外での活動を取り入れる事で

様々な体験・経験に繋げている。

・日々楽しみながらOIDの活動に参加出来る様に

子ども達が楽しめる活動を、多く取り入れている。

・経験豊富な職員が多く在籍しているため、それぞれの

アイディアを出し合い、飽きない活動を取りれられる様に

工夫をしている。

事業所における自己評価総括表公表


